
手　引　き　書

教材テーマ
：データの処理と入出力の仕組み

教材Ｎｏ

：６－１

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
　この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。

学習のねらい
　データの入力の仕組み、計算の仕組み、データ出力の仕組みについて理解できるようにします。
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学習の項目
　　学習項目は次の順番になっております。




２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は４段階に分かれています。

教材の流れ




　　










３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１サーバーマシン

（1） Webサーバーを立ち上げる。

（2） 「（教材をインストールした場所）\ipa\bat\６-１.bat」を実行する。

(例)　c:\ipa\bat\６-１.bat
（3） batファイルでは「掲示板」機能を起動しています。

（4） 教材を終了したら、batファイルをアクティブウィンドウにし、

　　キーボードからctrl＋Cを押して終了します。

３．２クライアントマシン

（１）Webブラウザ（Internet Explorer）を起動します。

（２）「アドレス」に「（サーバマシンのipアドレス）/ipa/」を指定し、Enterキーを押します。

（３）教材リスト表が表示されるので、６「コンピュータのメカニズムを知る」、６－１「データの処理と入出力の仕組み」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”または“汎用教材”をクリックします。
※「マルチメディア教材」「汎用教材」ともに（１）～（２）の操作は同じです。（３）で“マルチメディア教材”か“汎用教材”のどちらかを指定します。
４．教材活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         

時間配分
この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
文字のディジタル化について解説します。
５分

２．マルチメディア教材活用
(1)文字のディジタル化
教材を触って文字のディジタル化とは何かを学習します。

このとき必要があれば、「アナログとディジタル」の特長などについてディスカッションを加える。
５分


(2)データの入出力の仕組み
演習を行ないながら、入力→コンピュータ内部→出力について学習します。
１５分


(3)計算の仕組み
演習を行ないながら、計算の仕組みについて学習します。
１５分

３．まとめ
コンピュータでは文字をディジタル化して扱っているということとプログラムで処理していることを確認します。
１０分

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.０

タイトル画面


・＃６－１で学習できることについては要点ボタンをクリックします。

 [効果的な使い方]

・メニューを使って学校のカリキュラムに合わせて選択します。



画面No.１

文字のディジタル化


· コンピュータの中では文字のディジタル化が行われているという事を理解させます。

· キーボードから文字を入力すると瞬時に電球の並びに灯りが点くものと点かないものが表れ、該当するASCIIコードが強調されます。

[効果的な使い方]

· このとき、「アスキーコード表」ボタンをクリックして、「画面No.1　文字のディジタル化」の画面と並べて表示しておきます。

· 「ASCIIコード表」内をクリックすると、瞬時に電球の並びに表現され、該当する文字が強調されます。

· 「アナログとディジタル」ボタンをクリックすると「画面２」へ。

· 「教材２　アナログ情報のディジタル化へ」ボタンをクリックすると音や絵をディジタル化するときの詳細な仕組みを知ることが出来ます。
· キーボードから入力された文字はコンピュータ内部では電気信号の組み合わせで表現されます。

· 電気信号がついたか（１）つかなかったか（０）を１か０かで表すため、2進数で表現します。電気信号の組み合わせについてはさまざまなコード表が作られています（ASCIIコード、JISコードなど）。

· この教材ではASCIIコードを用いています。

画面遷移
画面操作と効果的な使い方


[パリティチェック]

・パリティビット：１のビットの数を調べてデータが正しくやり取りされたことを確認するために追加するビット。本教材では一番右の電球が、それを表す。偶数パリティチェック：2進数表記のﾃﾞｰﾀにパリティチェック用の1ﾋﾞｯﾄを付加したブロック内で１の個数が偶数になるようにする。本教材では偶数パリティチェックを行っている。

・(その他)奇数パリティチェック：2進数表記のﾃﾞｰﾀにパリティチェック用の1ﾋﾞｯﾄを付加したブロック内で１の個数が奇数になるようにする。

画面No.２

　アナログとディジタル


· ここでは日時計とディジタル時計の例を用いてアナログとディジタルの違いを考えます。

[効果的な使い方]
· 「掲示板」ボタンをクリックすると電子掲示板が表示される[画面No.3]ので、それを使用してアナログとディジタルの長所、短所をディスカッションすることができます。

· ディスカッションの結果からアナログとディジタルの特長をまとめます。

· まとめた結果からコンピュータでディジタル化する理由を考えます。
· アナログとは針などで表し、「約～」とか「～程度」といった表現をするものです。アナログはあいまいで連続的なデータを持ちます。

· ディジタルとは、数字ではっきり表すことができるものです。ディジタルは離散的でデータをはっきり数字で示すことができます。

· なぜコンピュータではディジタルを用いるのかというと、文字、数字、絵、音など色々な形態の情報を区別することなくコンピュータ上で表すことが出来るからです。

画面No.3

　掲示板

　(ユーザー名入力)


· ユーザー名を入力します。

· 「OK」ボタンをクリックします。



画面遷移
画面操作と効果的な使い方

画面No.4

　掲示板


· 下部をクリックすると、文字入力ができます。

· 次に「送信」ボタンをクリックするとサーバーに送信されます。

· 新規に入力したい時は「新規作成」ボタンをクリックします。

· 他の人の記述を見たい時は「リスト更新」ボタンをクリックします。

· 名前を変更したい時は「名前設定」をクリックします。

画面No.５

　データの入出力の仕組み


· キーボードから自分の名前をアルファベットで入力します。「記憶する場所」にASCIIコードで表示されます。

· つぎに「処理を選ぶ」→「実行」とASCIIコードが選んだ処理によって加工されます。

· そして加工された値が人間の理解できる文字に変換されて出力されます。
· 「画面１」では、一文字ずつについて見てきましたが、ここではあるまとまった文字列の変換について見てみます。

· 入力から出力までに文字データ⇔ASCIIコードが行われています。

［効果的な使い方］

・「大文字から小文字」→「小文字から大文字」など連続した処理を行なう事もできます。

画面No.６

　計算の仕組み


· AとBに適当な数値を入力し、演算を選びます

· つぎに「処理を選ぶ」を選択し、「実行」をクリックすると、ASCIIコードに変換され計算されます。またASCIIコードを変換し、人間の理解できる形であらわされ出力されます。

(注意)ここでは、解りやすくするためにASCIIコードへの変換を行っておりません。詳しくは、「6-2：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの制御方式」「制御装置の命令実行の仕組み(ED9900)」をご覧下さい。
・2進に置き換えた数値の計算結果がAとＢの値の下に表示され、演算が実行されたことを確認します。

・ＡとＢの値は２進数での加減乗除が行われ、結果が表示されます。

・「内部」ボタンをクリックすると、＃６－２「プログラム制御の方式」へとびます。＃６－１に戻るときはブラウザの「戻る」をクリックします。



６．汎用教材使用の手引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                

（１）教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　位置付けとねらい

この教材は、高等学校の学習環境で一般によく使用されている表計算ソフトウェアを使用して演習ができる教材で「データの処理と入出力の仕組み」マルチメディア教材の補完的な位置付けとし、これと関連して使用することにより学習効果を高めるためのものです。

　　学習項目と概要

マルチメディア教材で用意した「文字のディジタル化」の補足的な教材として１０進数を２進数に変換する関数を用いて１０進数・２進数比較シートを作成してみましょう。

（２）教材の実行環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　実行環境　　　　表計算ソフトがインストールされていれば実行できます。

（３）授業での効果的な使い方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方　この教材は「データの処理と入出力の仕組み」マルチメディア教材を利用した学習の後、利用されることをお勧めします。

効果的な使い方　（a）表計算ソフトの１０進を２進数の変換する関数を使用して１０進数を２進数に変換してみましょう。コンピュータでは入出力の時、これに似た変換が瞬時にして行なわれているということを実感させます。

　　　　　　　　　　     （b）時間配分　シートの作成：２０分

学習項目





１．文字のディジタル化





目的　演習問題を通して入力装置から文字を入力し、コンピュータ内部でどのように表現されているかを学習する。



































目的　キーボードから文字を入力するとコンピュータ内部ではどのように表現されているのかを学習する。





３．データの入出力の仕組み





目的　演習問題を通して計算の仕組みを学習する。



























































４．計算の仕組み











データの入出力の仕組み（演習問題）





教材２「アナログ情報のディジタル化」へ








計算の仕組み（演習問題）





　　　アナログとディジタルについて


　　　詳しい内容を学習したい場合





＃６－２プログラム制御の方式





掲示板














アナログとディジタル











文字のディジタル化





目的　アナログとディジタルの1例を示し、アナログとディジタルの長所･短所をディスカッションします。ディスカッションの結果からアナログとディジタルの特長についてまとめる。その結果からなぜコンピュータではディジタル化するのかを考える。








２．アナログとディジタル





　　　コンピュータ内部の仕組みについて


　　　詳しい内容を学習したい場合
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